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2003年6月19日

第35回「国際化学オリンピック」

アテネ大会日本初出場！

～「全国高校化学グランプリ2002」参加者より4名が代表出場～
第35回「国際化学オリンピック」アテネ大会　大会概要


開催期間：
2003年7月6日（日）～13日（土）


場所：

ギリシャ　アテネ大学


日本代表（派遣生徒）：


赤羽　正寿（創価高等学校3年生）
コメント：
化学科の先生や、講義をしてくれた先生方等、本当に多くの人が支えて下さり、たくさんの人が応援してくれています。その人達の思いに応えられるように試験も国際交流も、全力で取り組んでいきたいです。



上野　功一（創価高等学校3年生）

コメント：
多くの人の期待に沿えるように、精一杯頑張ってきます。また、海外の友人も作れたら良いなと思います。


佐藤　直人（創価高等学校3年生）

コメント：
貴重な機会に、たくさんのことを吸収して、全力で取り組み、そして楽しんでこようと思います。


田辺　一郎（創価高等学校3年生）

コメント：
自分がどれだけ出来るのか分かりませんが、全力で臨みたいと思います。
日本代表スケジュール



7月4日（金）
日本出発



　　 5日（土）
歓迎ディナー



　　 6日（日）
第35回「国際化学オリンピック」開会式



　　 8日（火）
実験問題（場所：アテネ大学）



　　10日（木）
理論問題（場所：スポーツキャンプ内）



　　13日（日）
第35回「国際化学オリンピック」閉会式



　　14日（月）
ギリシャ出発

【国際化学オリンピック（IＣhO＝International Chemistry Olympiad）】

1968年に東欧3ヵ国（ハンガリー、チェコスロバキア、ポーランド）が始めた高校生の学力試験が発展したもので、1年に1度開催される「化学」の国際大会。日本で有名な「数学オリンピック」も同じ3ヵ国から始まった。1984年のアメリカ合衆国の参加以来急激に参加国が増え、2001年のムンベイ大会（インド）では54ヵ国、2002年のグロニンゲン大会（オランダ）では57ヵ国が参加した。今年のアテネ大会（ギリシャ）で35回目を数え、日本からは初めての参加となる。

大会は、毎年7月初旬から約10日間開かれ、出題は、それぞれ5時間に及ぶ実験問題（Experimental Examination）と筆記問題（Theoretical Examination）で構成される。成績優秀者には金メダル（参加者の1割）、銀メダル（同2割）、銅メダル（同3割）がそれぞれ贈られる。

　今回の第35回国際化学オリンピック（アテネ大会）には、約60ヵ国の高校生（1ヵ国最大4人まで）が参加する予定。

【国際化学オリンピック 日本初参加までの経緯】

　日本では、1980年代後半より参加を検討し、1988年のヘルシンキ大会（フィンランド）、1989年のハレ大会（東ドイツ）にオブザーバーを派遣している。しかしながら、出題範囲の規定が日本の高校教育課程と異なる点、大会開催時期（7月の開催は、世界的には6月の卒業式が終った後であるが、日本では期末試験の最中となる）、経費など、様々な問題があったため参加を見合わせてきた。

そんな中、日本では「夢・化学-21」キャンペーン事業のプログラムとして、高校生を対象とした「全国高校化学グランプリ」を1999年に開催。年々参加者が増え、全国より1000人以上の高校生が集まる大会となった。

このような動きの中で再び、国際化学オリンピックへの参加が検討され、2002年オランダ大会に再びオブザーバーを派遣、2003年アテネ大会より正式に参加することが決定した。なお、第35回「国際化学オリンピック」（アテネ大会）には、昨年開催された「全国高校化学グランプリ2002」で選抜された高校3年生（当時高校2年生）4人が参加する。

【「夢・化学-21」キャンペーン事業/全国高校化学グランプリ】

　明日を担う若者に化学の大切さ、面白さを理解してもらい、国際的にも通用する若い化学者を育てることを目的として、（社）日本化学会、（社）化学工学会、（社）新化学発展協会、（社）日本化学工業協会の4団体による組織委員会が「夢・化学-21」キャンペーン事業を1993年に立ち上げた。「高校化学グランプリ」は、「夢・化学-21」キャンペーン事業のプログラムとして、「夢・化学-21」組織委員会と日本化学会化学教育協議会が、1998年に東京と仙台の2ヵ所で試験的に実施したのが始まり。翌1999年より、「全国高校化学グランプリ」として全国規模で開催されるようになった。参加者は1999年が316人、2000年が634人、2001年は956人、昨年は1,164人と、年々増加している。出題は、国際化学オリンピック同様、筆記問題と実験問題で構成され、成績優秀者が表彰される。また、次年度の国際化学オリンピック日本代表の選考も兼ねている。
◆取材等のお問い合わせ先◆

「夢・化学-21」組織委員会（日本化学工業協会内）

青山、北村

TEL０３―３５８０―０７５２～3／FAX０３―３５８０―０７６４

ホームページ　ｈｔｔｐ://www.kagaku21.net/
